
中学受験を終えて                                      

エデュコ 33 期生 保護者 

 

エデュコ３３期生の皆様、中学受験お疲れ様でした。保護者の皆様、サポートお疲れ様でした。 

エデュコでは、娘（５年前）と息子がお世話になり、我が家の中学受験が終わったタイミングで保護

者の受験体験記を書こうと以前より決めていました。ある家庭の体験記として読んでいただけると

幸いです。 

 

息子は、サッカーを６年生の１０月まで続けました。６年生夏休み明け以降はサッカーの大会も多

く、答案練習会に参加できない回が何度もありました。サッカーと受験勉強を何とか両立しながらや

るべきことをやっていると思っていましたが、合不合判定テストの成績は回を重ねるごとに下降し、答

案練習会も名前が表示されない回もあり、下がるところまで下がって２０２５年が終わりました。合格

できる学校があるのだろうか・・・。親も子もそんな不安がよぎりながら、とにかく、やるべきことをやる

しかないと励まし続けました。 

 

そして迎えた１月。埼玉入試は、夫の伴走（算数の問題を一緒に解いて競い合う）や出題傾向の

分析、また、複数回受験の加点の仕組みもあり、埼玉であれば通学したい学校への合格を手にする

ことができました。合否確認の瞬間、息子は「歯がガクガクする」と言うほど緊張していました。本人

に合否確認ボタンを押してもらい、「合格おめでとうございます」の文字が見えた時は、家族で大喜

びしたのを覚えています。高望みながらどうしても欲しかった開智所沢の合格は、本人の自信にも繋

がり、東京入試はチャレンジしていいんだよと背中を押してもらうような出来事でした。 

 

１月の埼玉入試が終わり、２～３日は気分転換も兼ねて学校へ行きましたが、２月１日の２週間前

からは感染予防として学校を休ませることにしました。休んでいる時間をどう使うかは基本的には本

人に任せました。家では集中できないと言って、午前中は図書館へ行き、お昼を食べに帰ってきてま

た図書館に行くかエデュコの自習室へ行くか、自分なりに考えて行動していました。この期間に、コ

ツコツ頑張っていたのだと思います。 

 

東京入試の出願期限が近づいた頃、当初はチャレンジするだけ！と思っていましたが、「東京の男

子校に行きたい」という本人の希望もあったので、２月１日午前をチャレンジ校の城北ではなく、もう

少し下のレベルの学校に変更することで東京の男子校に行ける可能性は高くなるよ、どうする？と聞

いてみました。 

答えは、「今まで城北の過去問を解いてきたし、城北は絶対受けたい！」でした。一番合格を狙え

るとしたら２月１日の午前受験で、合格を狙うのであれば城北ではなく違う学校への変更を進めた

かったですが、本人の希望通りにすることにしました。 

 

チャレンジの連続と思っていた東京入試でしたが、蓋を開けてみると、１月後半のコツコツと進め

てきた本人の最後の追い込みが功を奏し、第１志望校の暁星中学と第２志望校の城北中学の合格



を手にすることができました。奇跡が起きたと思いました。信じられますか？１２月の最後の合不合判

定テストでも合格 20％以下、４科の偏差値４０台前半だったんです。本当に合格？と本人も驚いて

いました。エデュコの指導方法を忠実に、そしてひたむきに頑張ってきた結果だと思います。努力す

れば結果に表れることを体感できた中学受験の経験は、今後の息子の人生においても、忘れること

のない出来事になったと思います。 

 

振り返ると、成績が下がり続け本人の勉強の意欲も失いかけていた１２月頃、「お姉ちゃんも中学

受験したんだし、あなたもエデュコに通うんだよ」と、３年生から中学受験のレールを敷いてしまって

よかったのだろうか、今更受験を辞めることもできず苦しめてしまったのではないか。そんなモヤモヤ

した気持ちになりながら、とにかく前向きな言葉をかけるようにしていました。 

 

我が家では、送迎や食事など生活面は私、勉強面は夫がサポートしていました。塾のお弁当には

好きなおかずを入れることを心掛けたり、東京入試１週間前には楽しみは食べることしかないと言う

ので都内へケーキを買いに行ったり、少ない休憩時間に少しでも楽しみがあればと思いサポートし

ました。また、漢字の単語帳を作成し試験当日に持たせました。単語帳の最後にメッセージ（大丈

夫。自信を持って落ち着いてね。）を書きましたが、読んでもらえなかったのは残念です・笑。（そこま

でめくることができず気づかなかったようです。） 

 

これから受験を控えているご家庭にお伝えしたいです。中学受験は最後まで本当にどうなるかわ

かりません。我が家のように大逆転の可能性も秘めています。どうか、最後の最後まで、お子さんの

力を信じ、できる限りのサポートをして、気持ちに寄り添ってあげてください。 

 

最後に、エデュコの先生方には娘・息子と大変お世話になりました。湯田先生（テッカ）には何度

も面談をしていただいたり、子供達に算数の楽しさを教えていただいたり、受験全般を手厚くサポー

トいただきました。（娘も息子も好きな教科は算数です。）息子の時には、岡村先生（マッタケ）が国

語を心配して連絡を下さり、アドバイス等、本当に感謝しています。 

エデュコでの手厚く細やかなご指導のおかげで、合格をいただくことができました。 

本当に、本当に、ありがとうございました。 

 


